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賀川記念館マルシェ開催

◼
賀
川
記
念
館
マ
ル
シ
ェ（
二
〇
二
三

年
〜
）　

　

去
る
、
二
〇
二
三
年
一
一
月
一
一
日

（
土
）
に
賀
川
記
念
館
四
階
を
会
場
に
「
賀

川
記
念
館
マ
ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
来
場
者
、
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
約

三
五
〇
名
が
賀
川
記
念
館
に
集
い
ま
し

た
。
賀
川
記
念
館
マ
ル
シ
ェ
は
「
賀
川
記

念
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
形
を
変
え
た

も
の
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、

賀
川
記
念
館
マ
ル
シ
ェ
と
し
て
形
を
変

え
て
の
再
出
発
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
か

ら
は
賀
川
記
念
館
と
関
係
の
深
い
福
祉
施

設
や
N
P
O
法
人
、
地
域
の
団
体
な
ど

に
お
声
を
か
け
て
、
マ
ル
シ
ェ
方
式
（
フ

ラ
ン
ス
語
で
市
場
の
意
味
。

個
人
単
位
や
そ
れ
に
近
い

規
模
の
業
者
が
出
店
）
で

実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
団
体
の
独
自
グ
ッ
ズ

を
は
じ
め
、
の
み
の
市
を

行
う
団
体
な
ど
多
種
多
様

な
商
品
が
並
び
ま
し
た
。

ま
た
ス
テ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー

で
は
紙
芝
居
や
、
音
楽
や

遊
び
歌
の
時
間
、
神
戸
市

立
布
引
中
学
校
の
吹
奏
楽

部
の
演
奏
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。
と
て
も
充
実
し
た

時
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た

団
体
の
交
流
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
新
た
な
つ
な
が
り

と
、
今
後
の
連
携
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
「
賀
川
記
念
館
マ
ル
シ
ェ
」
は
「
賀
川

記
念
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」（
二
〇
一
〇

年
〜
二
〇
一
九
年
）
よ
り
形
を
変
更
し
た

も
の
で
、「
賀
川
記
念
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」は「
賀
川
記
念
館
バ
ザ
ー
」（
一
九
六
五

年
〜
二
〇
〇
七
年
）
か
ら
数
え
、
五
四
回

を
数
え
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
（
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
、
五
三
回
で
停
ま
っ
て
い
ま
し
た
）。

今
回
は
、「
賀
川
記
念
館
マ
ル
シ
ェ
」
の

歴
史
を
遡
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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◼「
賀
川
記
念
館
バ
ザ
ー
」（
一
九
六
五

年
〜
二
〇
〇
七
年
）

賀
川
記
念
館
の
バ
ザ
ー
は
「
開
館
三

周
年
記
念
バ
ザ
ー
」
と
し
て
一
九
六
五
年

に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
賀
川
記
念
館
内
全

て
を
用
い
て
、「
蚤
の
市
」
を
中
心
に
大
々

的
に
開
催
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。『
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
』
一
九
六
五
年
一
二
月
号
に

よ
る
と
「
開
館
三
年
を
記
念
し
て
催
さ
れ

た
当
館
最
初
の
バ
ザ
ー
は
、
去
る
一
一
月

六
日
（
土
）・
七
日
（
日
）
の
二
日
間
に

わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
秋
晴
れ
に
恵
ま

れ
て
、
予
想
を
は
る
か
に
上
ま
わ
る
二
，

二
〇
〇
人
の
来
館
が
あ
っ
た
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
来
場
者
数
だ
け
を
見
て
も
、

大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。「
準
備
を
し
て
い
た

食
堂
部
門
で
も
、
最
後
の
日
に
は
と
う
と

う
悲
鳴
を
あ
げ
て
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ

た
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
井
鎮
雄
委
員
長
（
元
イ
エ
ス
団
理

事
長
）
を
は
じ
め
と
す
る
実
行
委
員
を
は

じ
め
、
二
二
〇
人
に
及
ぶ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
関
わ
る
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
と

想
像
で
き
ま
す
。
会
場
は
賀
川
記
念
館
全

体
を
使
い
、
蚤
の
市
、
食
堂
、
展
示
コ
ー

ナ
ー
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
様
々
な

催
し
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。「
特

別
賛
助
出
演
と
し
て
、
池
田
昭
と
ピ
ア
ノ

ク
ィ
ン
テ
ッ
ト
・
宝
塚
歌
劇
団
・
手
品
の

安
田
天
晴
・
ウ
エ
ス
タ
ン
バ
ン
ド
の
倉
田

芳
勝
兄
と
大
塚
一
家
・
デ
ザ
イ
ン
の
落
合

氏
・
ラ
ジ
オ
関
西
お
よ
び
Y
M
C
A
の

ご
好
意
に
感
謝
し
ま
す
」
と
記
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
多
く
の
方
の
協
力

が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。翌

年
一
九
六
六
年
の
『
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
』
に
も
当
年
の

バ
ザ
ー
報
告
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
来
場
者
数
は
二

日
間
通
し
て
二
，
三
〇
〇
人

で
あ
っ
た
と
い
う
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
も
地
域
の
婦
人
会

や
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

い
た
記
載
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
を
巻
き
込
み
賀
川

記
念
館
の
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
出
し
物
と
し
て
も
「
神

戸
市
消
防
隊
の
第
演
奏
会
、

腹
話
術
、奇
術
、フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
、
神
戸
青
年
合
唱
団
の
方
達
の
コ
ー
ラ

ス
」
が
あ
り
、「
ド
ラ
寿

司
、
即
席
の
つ
ぼ
焼
き
、

お
好
み
焼
き
、
た
こ
焼

き
」
な
ど
が
振
舞
わ
れ

て
い
た
と
い
い
ま
す
。

六
六
年
の
謝
辞
と
し
て

「
チ
ケ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
の

落
合
氏
、
ラ
ジ
オ
関
西

に
よ
る
バ
ザ
ー
案
内
・

ス
ポ
ッ
ト
、
Y
M
C
A
、

灘
神
戸
生
協
家
庭
会
、

そ
の
他
本
当
に
多
く
の

人
た
ち
の
温
か
い
ご
支

援
ご
協
力
の
賜
物
」
が

あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
賀
川
記
念
館
の
バ
ザ
ー
は
地
域
の

方
々
を
は
じ
め
、
様
々
な
企
業
を
も
巻
き

込
ん
だ
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

当
時
の
こ
と
を
知
る
人
に
よ
る
と
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
近
づ
く
と
関
係
者
は

賀
川
記
念
館
に
集
い
、
様
々
な
作
業
に
励

ん
だ
と
い
い
ま
す
。
時
に
は
、
そ
の
作
業

は
深
夜
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
、
合
宿
の
よ

う
に
泊
ま
り
込
む
人
も
い
た
そ
う
で
す
。

館
内
の
職
員
（
賀
川
記
念
館
、
友
愛
幼
児

園
、
本
部
）
を
は
じ
め
、
様
々
な
方
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
を
聞
き
な
が
ら
、
当
時
の
熱
気
を

感
じ
て
い
ま
す
。

◼
「
古
着
市
」（
一
九
二
二
年
〜

二
〇
〇
七
年
）

「
賀
川
記
念
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、

「
賀
川
記
念
館
マ
ル
シ
ェ
」
の
元
を
辿
れ

ば
、
一
九
二
二
年
よ
り
賀
川
ら
が
開
始

し
た
古
着
市
に
遡
り
ま
す
。
古
着
市
は

一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
年
）
よ
り
開
始

し
た
と
記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
。『
神
戸

イ
エ
ス
団
年
報
』（
昭
和
四
年
二
月
）
当

時
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。「
十
二

月
上
旬
よ
り
書
状
ま
た
は
口
頭
で
依
頼

し
、
恵
興
品
の
集
中
に
盛
力
し
た
」
と
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
着
市
の
開
催
を
す

る
た
め
に
、
日
本
全
国
、
ま
た
世
界
に
向

け
て
案
内
を
出
し
て
い
た
こ
と
に
は
驚
く

ば
か
り
で
す
。
そ
の
声
に
応
え
る
よ
う
に

古
着
は
、
ア
メ
リ
カ
や
東
京
、
広
島
、
京

都
、
大
阪
な
ど
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
と
い

い
ま
す
。
ま
た
参
加
者
は
、
三
五
〇
名
程

度
で
、「
三
百
五
十
人
が
思
い
お
も
い
の

買
い
物
に
秩
序
よ
く
午
後
五
時
近
く
に
終

賀川記念館バザー（2007 年）

上　古着市
下　友愛セール（2006年）
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わ
っ
た
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

時
の
ニ
ー
ズ
の
高
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

一
九
六
三
年
に
「
賀
川
記
念
館
」
が
建

築
さ
れ
て
か
ら
も
、
古
着
市
は
開
催
さ

れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
一
九
六
三
年

の
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
に
よ
る
と
、「
イ

エ
ス
団
名
物
の
一
つ
『
古
着
市
』
が
、
賀

川
記
念
館
に
よ
っ
て
引
き
つ
が
れ
、
神
戸

Y
M
C
A
・
灘
神
戸
生
協
婦
人
部
・
神
戸

イ
エ
ス
団
教
会
婦
人
部
の
協
力
の
も
と
に

行
わ
れ
た
」
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
「
開

催
を
待
ち
き
れ
ず
、
一
時
間
ほ
ど
前
よ

り
、
待
っ
て
い
た
人
々
も
あ
っ
た
が
、
招

待
者
一
五
〇
人
に
対
し
て
、
来
館
者
実
に

二
五
〇
人
に
達
す
る
と
い
う
人
気
で
あ
っ

た
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
賀
川
豊
彦

ら
が
開
い
た
古
着
市
の
働
き
が
引
き
継
が

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
九
七
七
年
に
は
古
着
市
は
「
友
愛

セ
ー
ル
」
と
名
前
を
変
更
さ
れ
ま
す
が
、

旧
賀
川
記
念
館
が
閉
館
す
る
二
〇
〇
七
年

一
二
月
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
賀
川

記
念
館
建
て
替
え
と
共
に
友
愛
セ
ー
ル

（
古
着
市
）
の
幕
は
降
り
ま
し
た
。
そ
の

分
「
賀
川
記
念
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の

盛
り
上
が
り
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。「
古
着
市
」
が
「
賀
川
記
念

館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
合
わ
さ
っ
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◼️
「
賀
川
記
念
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

（
二
〇
一
〇
年
〜
二
〇
一
九
年
）

「
賀
川
記
念
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と

称
さ
れ
た
の
は
、
賀
川
記
念
館
が
再
建
さ

れ
て
か
ら
の
二
〇
一
〇
年
か
ら
で
す
。（
仮

設
時
代
は
休
止
し
て
い
ま
し
た
）。『
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
』（
二
〇
一
〇
年
一
二
月
号
）

に
は
「
第
四
四
回
賀
川
記
念
館
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」の
様
子
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

再
建
に
伴
い
、
規
模
を
縮
小
し
、
同
時
に

名
称
も
変
更
さ
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。「
賀
川
記
念
館
バ
ザ
ー
」
か
ら
は
規

模
を
縮
小
し
た
も
の
の
、
約
七
〇
〇
名
の

来
場
者
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
変
わ
ら

ず
、
地
域
の
方
々
に
愛
さ
れ
、
多
く
の
方

が
来
場
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
。
蚤
の
市
や
友
愛
食
堂
な
ど

が
実
施
さ
れ
、
地
域
の
人
々
が
集
う
イ
ベ

ン
ト
で
あ
っ
た
と
い
う
様
子
が
わ
か
り
ま

す
。
ま
た
賀
川
記
念
館
の
バ
ザ
ー
の
時
と

変
わ
ら
ず
、
多
く
の
方
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
の
実
施
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
、「
賀
川
記
念
館
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
開
催
を
見
送
ら
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
つ
な

が
り
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
い

う
恐
怖
感
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
賀
川

記
念
館
マ
ル
シ
ェ
当
日
に
は
予
想
を
超
え

る
方
が
来
場
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
古
着
市
」、「
賀
川
記
念
館
バ
ザ
ー
」、

「
賀
川
記
念
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、「
賀

川
記
念
館
マ
ル
シ
ェ
」
と
時
代
に
合
わ
せ

て
名
称
や
開
催
方
法
は
変
化
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
精
神
は
依
然
変
わ
っ
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て
い
ま
せ
ん
。
か
つ
て
、
賀
川
豊
彦
は
こ

の
地
域
の
人
々
と
共
に
生
き
る
決
意
し
、

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
そ

れ
以
来
、
賀
川
記
念
館
は
地
域
に
支
え
る

た
め
の
働
き
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
人
々

が
賀
川
記
念
館
に
集
い
、
繋
が
り
、
共
に

生
き
て
い
く
こ
と
を
実
践
し
て
き
ま
し

た
。
困
り
ご
と
や
悩
み
を
聞
き
、
共
に
考

え
、
共
に
打
開
策
を
模
索
し
て
き
た
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
働
き
は
変
わ
ら
な

い
、
そ
う
思
わ
さ
れ
る
一
日
で
し
た
。

賀
川
記
念
館
が
地
域
に
開
か
れ
た
場
所

と
な
る
た
め
、
ま
た
地
域
の
方
々
と
あ
る

働
き
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。上　賀川記念館フェスティバル（2013年）

下　賀川記念館フェスティバル（2016年）
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賀川記念館マルシェ　協賛金のお礼
　この度の「賀川記念館マルシェ」には個人 4 件、団体 26 件の協賛金をいただきました。感謝をもってご報告いたします。
今回の協賛金及び収益は、賀川記念館につながる子どもたちのために使用させていただきます。（賀川記念館「外国にルーツ
をもつ子どもの学習支援　はいず」、多機能型児童発達支援 賀川記念館くじらぐも、児童発達支援くっく、友愛幼児園）。
　みなさま、ご協力ありがとうございました！！
　※お名前が抜けている場合はお手数ですが、賀川記念館までお知らせください。（2023 年 12 月 1 日現在。敬称略／順不同）

　　＜個人＞
　　　篠原幸子、祐村明、佐伯政子、上内鏡子

　　＜団体＞
　　　株式会社チャイルド社神戸営業所、株式会社チャイルド社コンピューター部、株式会社ディー・オー一級建築士事務所、
　　　株式会社トータルロジシステム、株式会社多い夢、株式会社司商会、村田建設株式会社、どりーむ、
　　　株式会社フレーベル館、寿司清たつ、中本商店、伊藤荒物店、山倉精肉店、株式会社ひかりのくに、鳥舟商店、
　　　福田商店、フルーツながお、日三自治会、吾妻ときわ会、まつもと商店、九州理容、吉野建設株式会社、
　　　武田商店、神戸ハーバー歯科、マリンハート薬局、きむらクリニック

　今回の「賀川記念館マルシェ」には賀川記念館につながりのある方
が出店してくださいました。また、天国屋カフェも出店しました。
　・地球屋本舗（NPO 法人 one villege one earth）
　・NPO 法人 Birth 神戸
　・ほっとすてーしょん（NPO 法人中央むつみ会）
　・吾妻婦人会
　・中原ストア
　・鏡子のひとりフリマ

　また、ステージの出演者にも多くの方にご協力を賜りました。

　・伊奈垣圭映（紙芝居、折り紙）
　・友愛幼児園の先生たち（パネルシアター）
　・米田和正（歌って遊ぼう！）
　・神戸ゴスペルビジョン×三音小町（ゴスペルとフルート）
　・布引中学校吹奏楽部（ブラスバンド演奏）

↑施設紹介のコーナーとして、社会福祉法人イ
エス団の施設の紹介コーナーもありました。手
作りで、各施設を紹介していただきました。

上　ステージ（米田和正さん）
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多機能型児童発達支援　賀川記念館くじらぐも
　

賀
川
記
念
館
く
じ
ら
ぐ
も
が
開
設
さ

れ
、
早
く
も
九
ヶ
月
が
経
と
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

地
域
に
住
む
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
を
願

い
を
持
っ
て
、
日
暮
通
六
丁
目
に
拠
点
を

移
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
の
お
支
え
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合

う
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
「
賀
川
記
念
館
く
じ
ら
ぐ
も
」
は
賀
川

記
念
館
の
活
動
と
し
て
、
未
就
学
児
〜

十
八
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
受
け
入
れ
る

「
多
機
能
型
児
童
発
達
支
援
事
業
」
と
し

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
未
就
学
児

の
療
育
も
開
始
し
、
支
援
の
幅
も
広
げ
ま

し
た
。
現
在
数
名
の
未
就
学
児
と
一
緒
に

関
わ
り
な
が
ら
、
各
々
に
必
要
な
繋
が
り

を
探
り
つ
つ
、日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
就
学
児
童
の
支
援
の
中
で
生

ま
れ
た
繋
が
り
も
あ
り
、
関
係
機
関
か
ら

の
紹
介
で
利
用
す
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。

引
き
続
き
、「
く
じ
ら
ぐ
も
」
と
つ
な
が

る
各
関
係
機
関
の
皆
様
と
連
携
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
未
就
学
児
と
就
学
児
童
を
合
わ

せ
、
約
二
十
名
の
児
童
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。
ま
た
七
名
の
職
員
が
子
ど
も
た
ち
と

共
に
過
ご
し
な
が
ら
、
療
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
未
就
学
児
か
ら
十
八
歳
ま

で
の
子
ど
も
の
成
長
を
見
守
り
な
が
ら
、

ご
家
庭
や
地
域
と
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
未
来
に
向
か
っ
て
関
わ
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
賀
川
記
念
館
の
地
域
福
祉
活

動
と
連
携
し
つ
つ
、
制
度
の
隙
間
に
着
目

し
て
、
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今

後
と
も
お
支
え
を
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で

す
。

◼️
「
賀
川
記
念
館
マ
ル
シ
ェ
」

賀
川
記
念
館
マ
ル
シ
ェ
に
参
加
し
ま
し

た
。
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
中
学
生
が
制
作
し

た
作
品
を
販
売
し
ま
し
た
。
賀
川
記
念
館

マ
ル
シ
ェ
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
伝
え
た

と
こ
ろ
、「
寄
附
に
な
る
の
？
そ
れ
は
い

い
ね
！
」
と
子
ど
も
た
ち
自
ら
制
作
に
励

ん
で
く
れ
ま
し
た
。作
っ
て
く
れ
た
の
は
、

「
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
本
」
と
「
空
の
写
真
で

作
っ
た
栞
」
で
す
。
全
て
手
づ
く
り
の
作

品
で
、
お
客
さ
ん
に
も
大
好
評
で
し
た
。

そ
の
他
、
ス
テ
ー
ジ
な
ど
も
楽
し
み
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
に
賀
川
記
念
館
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
も
楽
し

か
っ
た
よ
う
で
す
。

◼️
「
魂
の
絵
画
展
」

「
第
三
回
魂
の
絵
画
展
」
に
も
参
加
し
ま

し
た
。
今
回
は
二
度
目
の
作
品
展
示
と
な

り
、
く
じ
ら
ぐ
も
の
子
ど
も
た
ち
全
員
で

の
合
作
と
な
り
ま
し
た
。
職
員
と
子
ど
も

た
ち
で
全
体
イ
メ
ー
ジ
を
き
め
、
み
ん
な

が
集
ま
る
大
き
な
木
を
作
成
し
、
子
ど
も

た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
人
形
を
作
り
、

大
き
な
木
の
様
々
な
と
こ
ろ
で
遊
ん
で
い

る
様
子
を
創
り
ま
し
た
。
個
人
で
作
品
展

示
を
し
た
子
ど
も
も
い
ま
す
。
ま
た
、
今

回
の
魂
の
絵
画
展
の
た
め
に
作
ら
れ
た
シ

ン
ボ
ル
ア
ー
ト
の
壁
画
作
り
に
も
参
加
し

ま
し
た
。
壁
画
の
上
部
が
く
じ
ら
ぐ
も
の

担
当
で
、
大
き
な
雲
の
ク
ジ
ラ
と
気
球
が

描
か
れ
て
い
ま
す
（
次
頁
に
写
真
掲
載
）。

気
球
に
は
子
ど
も
た
ち
が
乗
っ
て
い
て
、

い
き
い
き
と
し
た
表
情
を
し
て
い
ま
す
。

B
i
r
t
h
神
戸
に
は
実
物
が
飾
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
に
き
て
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
井
航
）

上　賀川記念館マルシェのために制作した「ミニチュアの本」「空の写真のしおり」
下　第３回「魂の絵画展」の制作の様子。
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第３回魂の絵画展〜アートは世代、障害を越えて〜

当館では研修会及び講演会などのご依頼をお受けいたします。
◎当館の研修は、「賀川豊彦の思想と実践」、「賀川記念館（イエス団）における社会福祉実践」、「現代社会にお
ける福祉課題」、「人権」など、ご希望に合わせた研修を実施させていただいいております。
これまで、生活協同組合、労働組合、共済の各団体をはじめ、人権団体、大学などの研修・授業にもお使いい
ただいております。お気軽にお声かけください。 

講演会・研修会のご案内

　

去
る
一
二
月
一
日
〜
三
日
ま
で
、

「
第
三
回
魂
の
絵
画
展
〜
ア
ー
ト
は
世

代
、
障
害
を
こ
え
て
〜
」
が
賀
川
記
念

館
、
B
i
r
t
h
神
戸
会
場
の
２
会
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。。
N
P
O
法
人

B
i
t
r
h
神
戸
（
南
本
町
通
六
丁
目
）、

中
央
む
つ
み
会
、
賀
川
記
念
館
を
は
じ
め

と
す
る
方
が
実
行
委
員
を
す
る
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
や
障
が
い
が
あ
る
方
の
作
品

展
で
す
。

今
年
で
三
回
を
数
え
ま
す
。
今
回
、

初
め
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

挑
戦
し
、
三
六
万
六
千
円
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
ご
支
援
に
感
謝

し
ま
す
。

ま
た
、
今
回
は
「
賀
川
さ
ん
を
み
ん

な
で
描
こ
う
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
企
画
」
と
い

う
特
別
企
画
を
開
催
し
、
賀
川
豊
彦
の
似

顔
絵
を
募
集
し
ま
し
た
。
九
六
点
の
似
顔

絵
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
二
九
点

を
ス
テ
ッ
カ
ー
に
し
、
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
と

し
て
販
売
し
ま
し
た
。（
常
設
と
し
て
、

賀
川
記
念
館
で
継
続
し
て
販
売
中
。
二
百

円
）地

域
の
N
P
O
団
体
と
協
働
し
、
地

域
作
り
の
一
つ
の
働
き
と
し
て
の
実
施
が

で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

三
日
間
で
延
べ
約
二
〇
〇
名
（
そ
の

う
ち
魂
の
絵
画
展
を
見
に
来
た
方
は
、
約

一
三
〇
名
）
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
目
的
に
来
ら
れ
た
方
に

は
、
通
常
と
は
異
な
る
設
え
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
が
、
賀
川
記
念
館
の
地

域
に
お
け
る
働
き
の
一
つ
を
見
て
い
た
だ

く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
絵
画
展
に
来
ら

れ
た
方
に
も
、
賀
川
豊
彦
の
生
涯
や
働
き

を
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
に
な
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
で
の
働
き
の
こ
と
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
お
支
え
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。



十
二
月
と
い
え
ば
イ
エ
ス
誕
生
の

ク
リ
ス
マ
ス
。
賀
川
記
念
館
に

と
っ
て
は
特
別
の
季
節
だ
。な
ぜ
な
ら
、

賀
川
豊
彦
が
神
戸
で
献
身
し
た
季
節
が

ク
リ
ス
マ
ス
だ
っ
た
か
ら
だ
。
何
よ
り

も
自
分
自
身
を
ク
リ
ス
マ
ス
の
贈
り
物

と
し
て
献
げ
、
人
々
に
仕
え
る
決
心
を

さ
れ
て
、
イ
エ
ス
に
倣
っ
て
生
き
る
道

を
進
ま
れ
た
。

　

こ
の
イ
エ
ス
こ
そ
、
今
回
選
ば
れ
た

聖
句
に
あ
る
「
救
い
主
、
メ
シ
ア
」
で

あ
る
。
こ
の
名
称
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で

「
油
注
が
れ
た
者
」
と
い
う
意
味
だ
。

古
代
に
お
い
て
油
は
あ
ら
ゆ
る
用
途
に

使
わ
れ
て
い
た
が
、
特
に
油
を
注
ぐ
と

い
う
行
為
を
伴
っ
て
、
特
別
な
役
割
や

任
務
を
与
え
ら
れ
た
人
を
指
す
こ
と
が

多
か
っ
た
。
聖
書
の
世
界
で
は
イ
ス
ラ

エ
ル
の
王
で
あ
っ
た
ダ
ビ
デ
も
油
注
が

れ
た
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
の
ち
時
代
を

経
て
、
地
上
の
任
務
に
加
え
て
、
世
の

終
わ
り
の
時
に
救
済
者
と
し
て
こ
の
世

に
現
れ
る
救
い
主
と
し
て
待
望
さ
れ
た

存
在
が
「
主
メ
シ
ア
」
と
さ
れ
た
。

　

こ
の
思
い
は
、
イ
エ
ス
へ
と
向
け
ら

れ
て
い
る
。
イ
エ
ス
は
こ
れ
ま
で
期
待

さ
れ
て
き
た
世
の
覇
者
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
か
ら
は
遠
く
、
主
の
霊
に
満
た
さ
れ

て
、
貧
し
い
人
に
福
音
を
告
げ
知
ら
せ

る
存
在
と
し
て
、
平
和
と
愛
の
君
と
し

て
、
人
々
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
。
そ
の

イ
エ
ス
が
主
メ
シ
ア
と
し
て
生
ま
れ
た

の
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
で
あ
る
。（
Ω)

＜材料＞
　薄力粉　　　　　　　150 ｇ～ 180 ｇ
　ベーキングパウダー　小さじ２
　卵　　　　　　　　　２個
　甘納豆　　　　　　　市販のもの
　砂糖　　　　　　　　１カップ
　サラダ油　　　　　　150㏄
　塩　　　　　　　　　１つまみ

＜作り方＞
①　薄力粉、ベーキングパウダーをふるう（★）。
②　卵に砂糖を加え混ぜる。
　　それに、サラダ油を少しずつとろとろと加え、
　　混ぜる。塩を１つまみれる。
④　そこにふるった粉（★）を２，３回に分けて入れて
　　ざっくりと混ぜる。
⑤　型に流しいれ、170 度Ｃで 30 分焼く。

◎
編
集
後
記

　

四
年
ぶ
り
の
「
賀
川
記
念
館
マ
ル
シ
ェ
」
が
開

催
さ
れ
た
。
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
来
場
者
に

恵
ま
れ
た
。
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
や
来
場
者
と
関

わ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
で
の
働
き
が
継

続
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
▼
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
分
断
し

た
。「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」
と
い
う
言

葉
の
も
と
、
社
会
の
繋
が
り
が
途
切
れ
て
し
ま
っ

た
人
も
い
た
だ
ろ
う
。
人
と
人
が
つ
な
が
る
こ
と

が
許
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
の
数
年
間
、
人
は
人
が

つ
な
が
る
こ
と
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
と
い
う

こ
と
を
身
に
し
み
て
感
じ
る
日
々
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
私
た
ち
は
何
を
し
て
い
く
か
を
問
わ
れ
た
数

年
間
で
あ
っ
た
。
▼
賀
川
豊
彦
は
「
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
活
動
の
根
本
原
理
は
人
格
交
流
運
動
で
あ
る
」

と
表
現
し
た
と
い
う
。人
格
と
人
格
と
が
出
会
い
、

交
流
し
、
共
に
支
え
合
い
な
が
ら
生
き
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
賀
川
記
念
館
が

行
っ
て
き
た
数
々
の
取
り
組
み
も
、
人
格
と
人
格

が
出
会
い
、
地
域
の
中
で
共
に
生
き
て
い
く
た
め

の
活
動
で
あ
っ
た
。
賀
川
記
念
館
は
こ
れ
か
ら
も

そ
の
精
神
を
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
▼
「
不
易
流
行
」。
創
立
以
来
変
わ
ら
ず
に

大
切
に
し
て
い
る
賀
川
の
精
神
と
共
に
、
新
た
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
な
が
ら
、
賀
川
記
念
館
の
働
き

を
継
続
し
て
い
き
た
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
た
社
会
を
繋
ぎ
直
し
て
い
く

た
め
に
、
ま
た
地
域
を
繋
い
で
い
く
た
め
の
拠
点

で
あ
り
続
け
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

地
域
に
仕
え
る
賀
川
記
念
館
の
働
き
を
継
続
し
て

い
き
た
い
。（
お
）

　市販の甘納豆で、いろいろな種類が三角の袋に入ったのがありますので、それを使うと楽しいです。
このケーキはもともと、煮りんごをレーズン、シナモンを入れて焼くケーキのアレンジです。他のものを入れても良いと
思います。それぞれアレンジを楽しんでみてください。（い）

上内鏡子牧師の聖書の話神戸イエス団教会

ルカによる福音書 2:11

天国屋カフェのレシピ
とっておき 甘納豆のケーキ

今日ダビデの町で、あなた方のために救い主がお生まれになった。この方こそ主メシアである。


